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17)婦人料簡域療組織内照射2例の治療 経 験
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新潟大学病院では 1984年6月に密封小線源治療病室

が開設され 婦人科領域癌では計10例に纏一緒内照射を実

施した中三の車5年以上 経過 した2例を観覧した.

症例 l:腺癌 'rl'NOM(:)(Ill,T8歳.外尿道=周囲に

も浸潤する鰹入口部前壁の 3cm 後願癖に対 し,救シ

ウム針 9本 (42mCi)で 6OGyを照射 した.後方白板

症部分屯含む照射のため腹狭窄を認めるが,再燃を認め

ず7年生存中である.

症例2:子宮体癌術後傍腰断端再発,75歳.勝舵,直

腸および腹膜をこ接する直径 2cm の球形硬腫癖に対 し,

Au ダレイン16個 摘0mCi)を経歴的に刺Å した.-

部の線源は基靭帯基側にやや離れたので,2れ用後縮小

腰痛に4滴追加利久し,計 70Gyを照射 した.再磨や

副障害を認めず5年生存中である.

組織内照射かこより,これら2症例では比較的良好な結

果が得られた.本治療法は局所制御に優れるので,婦人

料簡域癌の場合にも適応を選び積極的に本法を実施すべ

きである.
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当科および関連病院において,昭和56年10月から昭和

62年9月までの6年間に集箪された既往治療歴のない新

鮮卵巣癌 (原発表層上皮性腰慶の悪性群のみ)115症例

のうち, i,Ⅱ期の治療内容と再発症例の臨床経過を検

討 した.腹腔内所鬼より王,Ⅲ期と判断 した59症例のう

ち,大網切除を施行 した45症例車2症例紘4%)をこ,
所属 リソバ節を検索 した34症例中8症例 (23,5%)に転

移を認め,最終的をこそれぞれma,田C期とした. Ⅰ期

では,36症例中36症例 (1碑 %)が肉眼的をこ完全摘出と

899

判断 さIl. n壬針こは1:裾::仲J中10症例 (76.996)が′完全

摘艶 3症例 (23,1%)が癌塊通残≦2cm と判断され

た.術後化学療法は. 原則として Ft二j/lI'(一部に r/Ah:nl

餅周療法が施行され,SLO は31例 (63.3%')をこ行われ

た.再発は王期 5/36(13.9% :全例 Ic)例 , 琵期 3/

12し25.0% :Ilb2例､tlcl例1例に認めt､'/-1-I.そし71

予後は不良であった.再発症例の多 くは,分化度の悪い

寮液性,明細胞腺癌で,被繰破綻 (+)あるいは腹腔細

胞診陽性例であり,SLO 施行例は2例でいずれも陰性

であった.再発までの期間は4-42ケ月 (平均22ケ月)

で.内:窪部位廿廿恕内が6症例,傍大動脈 [)ンぺ節が 1

症例,肺が 1症例であった.妊撃能保存手術を行った症

例はア例 日 a期 2例,エC斯5例)あり,それらは高

分化の粘液性,燦内膜腺痛で,SLO に_よる確認がされ

ており,再発はなく,2例は妊娠 ･分娩を経験 した.

且9)術前,小腸腫慶と診断 された筋耽癌の1例
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今回我々は,消化管出血の精査で小腺原発の悪性鷹痔

と診断され,切除標本の病理学的検索で謄耽癌と診断さ

れた--例を経験 したので報告する.

症例は72歳女性.1990年6月頃より肉眼的血尿があ

り,泌尿器科で精査.勝耽癌が疑われたが,確静がつか

ず経過観察中,1991年8月頃貧血高度となり,賄壷の

ため入院となった.健潜血反応陽性で,CT,小腺造影,

血管造影の結果,小腺原発の悪性腫癌の診断で,手術を

施行 した.Treizも靭帯から約 80cm の空腸に手挙太の

願慶を認め,空腸,勝統壁に浸潤 していた, リソバ節は

大動脈周囲まで腫脹が認められ Redueもion 目的で魔

轟を栄養する空腸動脈殿部まで切除 した,病理学的検索

では,磨耽粘膜面では直径約 3mm にすぎないが,粘

膜下-浸潤 し,小腸-の浸潤と高度のリンパ管侵襲とリ

ンパ節転移を着する扇平上皮癌であった.術後蹄既衆症

状が統いたが軽快.現在外来にて経過観察中である.


